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一
、
法
人
文
書
の
選
別
・
移
管
作
業

　

平
成
二
五
年
度
の
法
人
文
書
選
別
・
移
管
作
業
は
、
各
文
書
管
理
者
及
び
業
務

組
織
の
理
解
と
協
力
が
支
え
と
な
っ
て
、
総
じ
て
非
常
に
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が

出
来
た
。
廃
棄
簿
案
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
っ
た
ほ
ぼ
全
て
の
業
務
組

織
が
回
答
期
限
を
守
り
、
効
率
的
に
作
業
の
実
施
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
照
会
文
書
送
付
時
に
依
頼
し
た
廃
棄
簿
案
と
現
物
フ
ァ
イ
ル
と
の
一

致
の
た
め
の
付
箋
等
に
よ
る
Ｉ
Ｄ
の
貼
付
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
担
当
者
が
積
極

か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
と
し
て
い
る
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
九
月
に
部
局
、
一
〇

月
に
法
人
本
部
の
業
務
組
織
で
の
作
業
と
し
、
財
務
五
グ
ル
ー
プ
（
財
務
企
画
・

経
理
・
契
約
・
外
部
資
金
契
約
・
管
財
）
に
つ
い
て
は
年
度
末
に
実
施
す
る
体
制

を
踏
襲
し
た
。

　

例
年
と
異
な
る
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
文
書
館
員
が
二
名
の
人
員
を
割
い
て
い

た
の
を
、
一
名
で
対
応
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
前
の
作
業

は
、
一
人
が
総
務
グ
ル
ー
プ
の
担
当
者
と
と
も
に
フ
ァ
イ
ル
の
存
否
確
認
や
リ
ス

ト
の
修
正
作
業
に
あ
た
り
、
そ
の
間
移
管
文
書
の
選
別
を
行
う
と
い
う
体
制
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
の
浸
透
と
、
各
文
書
管

理
担
当
者
が
廃
棄
簿
案
リ
ス
ト
と
現
物
の
照
合
を
前
も
っ
て
行
う
等
の
事
前
準
備

に
よ
り
、
作
業
当
日
に
フ
ァ
イ
ル
の
存
否
確
認
や
デ
ー
タ
修
正
を
す
る
必
要
が
ほ

と
ん
ど
な
い
と
い
う
場
合
が
増
え
、
確
認
作
業
に
手
間
取
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、
フ
ァ
イ
ル
の
確
認
作
業
や
、
当
初
文
書
館
が
行
っ
て
い
た
フ
ァ

イ
ル
背
表
紙
の
写
真
撮
影
に
つ
い
て
も
総
務
グ
ル
ー
プ
担
当
者
に
一
任
し
、
文
書

館
担
当
者
は
選
別
作
業
に
専
念
出
来
る
こ
と
と
な
っ
た
。
五
年
前
に
は
、
文
書
館

の
専
任
職
員
が
総
出
で
作
業
に
携
わ
っ
た
も
の
の
、
一
日
で
終
わ
ら
ず
二
日
に
わ

的
に
対
応
し
、
作
業
を
例
年
以
上
に
ス
ム
ー

ズ
に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
一
二
月
末

現
在
の
目
録
作
成
件
数
は
、
表
１
の
通
り
で

あ
る
。

　

各
業
務
組
織
を
訪
問
す
る
時
期
は
、
平
成

二
三
年
四
月
の
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る

法
律
（
以
下
、「
公
文
書
管
理
法
」
と
い
う
。）

の
施
行
以
来
、
夏
季
休
業
期
間
を
含
む
九
月

法人本部 357

法人本部（簿外） 664

部局等 115

　計 1,136

表１　平成25年度移管文書
目録作成件数

（平成25年度移管分、平成25年12
月末現在）
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た
る
と
い
う
こ
と
も
再
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
作
業
直
後
の
移

管
文
書
の
運
搬
に
必
要
な
「
腕
力
」
を
確
保
す
る
と
い
う
心
配
は
残
る
も
の
の
、

合
理
化
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

懸
案
で
あ
っ
た
移
管
基
準
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
今
号
掲
載
の
拙
稿
「
広
島
大

学
文
書
館
に
お
け
る
法
人
文
書
移
管
基
準
の
策
定
」
に
お
い
て
成
文
化
を
試
み

た
。
今
後
は
、
こ
の
基
準
を
元
に
し
た
判
断
に
よ
る
合
理
化
を
進
め
、
更
な
る
作

業
の
効
率
化
に
努
め
た
い
。

　

な
お
、
今
年
度
は
広
島
大
学
病
院
が
位
置
す
る
広
島
市
内
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
新
診
療
棟
が
竣
工
し
、
秋
口
以
降
病
院
関
係
業
務
組
織
の
引
っ
越
し
が
行
わ

れ
た
。
書
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
建
物
も
内
装
工
事
が
行
わ
れ
、
法
人
文
書

フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
も
移
転
作
業
や
再
配
架
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

た
め
、
病
院
の
移
管
・
廃
棄
作
業
は
未
実
施
と
な
っ
て
お
り
、
年
度
内
の
作
業
実

施
に
向
け
て
調
整
中
で
あ
る
。

二
、
簿
外
文
書
の
移
管

　

今
年
度
は
、
総
務
グ
ル
ー
プ
及
び
学
生
生
活
支
援
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
簿
外
文
書

が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
簿
外
文
書
と
は
、
通
常
の

移
管
・
廃
棄
作
業
時
の
廃
棄
簿
リ
ス
ト
以
外
の
文
書
と
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る

名
称
で
あ
る
。
今
回
の
移
管
は
、
法
人
本
部
棟
内
に
災
害
救
援
物
資
の
保
管
場
所

と
し
て
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
一
階
の
通
称
ピ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

中
間
書
庫
も
整
理
の
対
象
と
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
各
業
務
組
織
が
保
有
す
る
法
人

文
書
に
つ
い
て
も
文
書
館
へ
の
移
管
等
に
よ
り
ス
ペ
ー
ス
捻
出
の
必
要
が
生
じ
た

こ
と
に
よ
る
。
特
に
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
陣
頭
に
立
っ
た
総
務
グ
ル
ー
プ
か

ら
は
、
予
て
評
議
会
関
係
フ
ァ
イ
ル
等
の
長
期
保
存
文
書
の
移
管
に
つ
い
て
打
診

を
受
け
て
お
り
、
こ
の
機
会
に
一
括
し
て
受
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

総
務
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
他
に
も
事
務
室
書
庫
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
昭
和

三
〇
年
代
以
来
の
調
査
関
係
フ
ァ
イ
ル
の
移
管
を
受
け
た
。
当
該
フ
ァ
イ
ル
は
、

大
部
分
が
Ｂ
４
判
サ
イ
ズ
の
た
め
、
今
年
度
の
総
務
グ
ル
ー
プ
の
簿
外
移
管
文
書

に
つ
い
て
は
全
て
大
型
書
架
に
配
架
す
る
こ
と
と
し
、
書
棚
一
六
段
分
の
受
入
れ

総
量
と
な
っ
た
。

　

学
生
生
活
支
援
グ
ル
ー
プ
の
簿
外
文
書
は
、
平
成
一
九
年
夏
に
総
務
グ
ル
ー
プ

と
共
同
で
実
施
し
た
ピ
ッ
ト
の
整
理
作
業
以
来
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
今
回
改

め
て
移
管
文
書
と
し
て
受
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
大
部
分
が
旧
学

生
部
作
成
文
書
で
、
昭
和
三
〇
年
代
の
補
導
連
絡
室
の
作
成
文
書
や
昭
和
四
〇
～

五
〇
年
代
に
か
け
て
の
課
外
活
動
関
係
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
学
の
学
生

に
関
わ
る
諸
活
動
の
記
録
と
し
て
、
今
後
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
他
、
財
務
企
画
グ
ル
ー
プ
よ
り
物
品
の
移
管
を
受
け
た
。
倉
庫
整
理
の
際

に
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
一
部
の
職
員
に
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
引
継

ぎ
の
経
緯
が
不
明
で
あ
っ
た
広
島
文
理
科
大
学
時
代
の
も
の
で
、「
旧
呉
海
軍
工

廠
砲
槓
部
移
管
実
験
器
具
（
旧
用
度
係
管
理
）」
と
名
付
け
て
受
入
れ
た
。　

　

内
容
は
、
銀
製
及
び
白
金
製
の
蒸
発
皿
、
坩
堝
、
坩
堝
ハ
サ
ミ
の
他
、
瑪
瑙
の

乳
鉢
・
乳
棒
、
金
板
、
銀
板
、
金
線
、
銀
線
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
、
旧
呉
海
軍

工
廠
砲
槓
部
か
ら
借
用
し
た
こ
と
を
示
す
書
類
等
で
、
ど
の
よ
う
な
実
験
に
使
用

さ
れ
た
も
の
か
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
一
式
を
一
件
と
し
て
目
録
化
し
、
文

書
館
本
館
の
金
庫
内
で
保
管
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
た
も
の
に
つ
い
て
照
会
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を
受
け
対
応
す
る
こ
と
も
、
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
の
一

つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
広
報
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
本
学
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
ブ
ッ
ク
を
受
入
れ
た
。広
報
グ
ル
ー
プ
が
作
成
す
る
新
聞
記
事
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
、

こ
れ
ま
で
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
移
管
の
機
会

が
な
か
っ
た
も
の
の
、
ピ
ッ
ト
整
理
作
業
を
機
に
保
存
期
間
三
年
の
法
人
文
書
と

し
て
管
理
簿
に
登
録
し
、
今
後
継
続
的
に
移
管
文
書
と
し
て
受
入
れ
る
こ
と
と
し

た
。
作
成
か
ら
五
年
未
満
の
も
の
は
、
執
務
参
考
資
料
と
し
て
利
用
す
る
可
能
性

が
高
い
た
め
公
文
書
分
室
に
お
い
て
保
管
し
、
五
年
以
上
経
過
し
た
も
の
は
本
館

公
文
書
室
書
庫
に
移
す
こ
と
と
し
た
。
将
来
、
年
史
編
纂
事
業
等
の
際
の
基
本
資

料
と
し
て
の
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。

三
、
保
存
環
境
改
善
の
取
組
み

　

平
成
二
三
年
一
月
に
開
室
し
た
公
文
書
分
室
書
庫
は
、
文
書
館
本
館
の
公
文
書

室
書
庫
等
と
異
な
り
空
調
設
備
が
な
い
た
め
、
毎
年
八
月
に
室
温
三
一
度
、
二
月

に
七
度
と
い
う
室
外
と
ほ
ぼ
同
じ
数
値
を
記
録
す
る
。
開
室
以
来
、
大
型
除
湿
機

三
台
と
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
四
台
を
稼
働
し
て
湿
度
の
調
整
と
庫
内
の
空
気
循
環

を
図
る
と
と
も
に
、
Ｌ
字
型
の
書
庫
内
六
カ
所
に
温
湿
度
計
を
設
置
し
温
湿
度
管

理
を
実
施
し
て
い
る
。
開
室
三
年
目
を
迎
え
た
平
成
二
五
年
は
、
年
間
を
通
じ
て

最
高
湿
度
が
五
四
％
に
止
ま
り
、
年
々
庫
内
の
環
境
が
安
定
し
て
き
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
一
〇
月
か
ら
は
、
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
一
台
を
設
置
し
温
湿
度
デ
ー
タ
の
集

積
を
開
始
し
た
。
今
後
、
よ
り
正
確
な
温
湿
度
デ
ー
タ
に
基
づ
く
管
理
を
進
め
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
二
四
年
度
に
引
き
続
き
年
度
計
画
の
二
年
目
と
し
て
、
書
棚
は
め

込
み
式
文
書
保
存
箱
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
文
書
保
存
箱
は
、
内
側
に
吸
ガ
ス

効
果
及
び
調
湿
機
能
を
有
す
る
シ
ー
ト
を
貼
り
つ
け
た
仕
様
で
、
昨
年
一
〇
月
に

設
置
し
て
以
来
箱
の
内
外
で
温
湿
度
計
測
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
き
た
。
今
号
掲
載

の
拙
稿
「
広
島
大
学
文
書
館
本
館
に
お
け
る
温
湿
度
管
理
に
つ
い
て
」
に
も
記
し

た
通
り
、
保
存
箱
内
部
の
湿
度
は
外
部
に
比
べ
て
低
く
保
た
れ
、
安
定
し
た
環
境

と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
五
年
の
梅
雨
入
り
以
降
半
年
間
の
デ
ー
タ
は
、
次
に
示

す
通
り
で
あ
る
（
図
１
）。
箱
内
の
湿
度
は
、
平
均
値
で
ほ
ぼ
五
〇
％
以
下
に
保

た
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
最
高
値
に
つ

い
て
は
、
六
〇
％
以
上
を
示
し
た
場
合
が

み
ら
れ
る
も
の
の
、
計
測
の
た
め
の
箱
の

開
閉
や
機
器
に
触
れ
た
際
何
ら
か
の
影
響

が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

書
棚
は
め
込
み
式
文
書
保
存
箱
は
、
調

湿
機
能
に
優
れ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、

防
塵
対
策
に
も
有
効
で
あ
る
。
室
外
の
埃

や
汚
れ
が
入
り
込
み
や
す
い
公
文
書
分
室

書
庫
で
の
運
用
は
も
ち
ろ
ん
、
文
書
館
本

館
内
に
お
い
て
も
、
費
用
対
効
果
を
勘
案

し
つ
つ
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
的
確

な
運
用
を
図
り
た
い
。

図１　書棚はめ込み式文書保存箱内外温湿度（平成25年度）
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四
、
公
開
に
向
け
た
取
組
み

　

今
年
度
は
、
利
用
頻
度
が
高
く
保
存
管
理
上
複
製
物
を
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
判
断
し
た
移
管
文
書
三
点
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
作
成
を
実
施

し
た
。
文
書
は
、「
世
界
の
大
学
へ
の
図
書
寄
贈
依
頼
関
係
綴
」（
整
理
番
号1998

総
総
務
４
９
８
）、「
大
学
緑
化
（
寄
贈
植
物
）
往
復
綴
１
」（
同1998

総
総
務

５
０
３
）、「
大
学
緑
化
（
寄
贈
植
物
）
往
復
綴
２
」（
同1998

総
総
務
５
０
４
）

の
三
点
で
、
広
島
大
学
の
前
身
諸
校
が
原
爆
の
災
禍
に
よ
り
多
数
の
学
術
資
料
等

を
失
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
森
戸
辰
男
初
代
学
長
が
世
界
の
大
学
に
図
書
等
の

寄
贈
を
呼
び
か
け
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
に
対
す
る
礼
状
等

が
綴
ら
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
文
書
情
報
管
理
士

資
格
保
有
者
に
よ
る
文
書
館
で
の
出
張
撮
影
を
条
件
と
し
、
出
張
費
用
を
含
む
技

術
料
と
品
質
と
の
両
面
で
最
適
な
業
者
を
選
定
し
実
施
し
た
。
撮
影
コ
マ
数
は
、

合
計
二
千
近
く
に
達
し
た
。
今
後
、
細
目
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
、
利

用
に
供
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

移
管
文
書
の
目
録
は
、
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
く
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保

存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
等
に
よ
る
公
表
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
た
め
、
公
文
書
館
理
法
施
行
以
前
に
作

成
し
た
目
録
に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。昨
年
度
ま
で
に
、

前
述
し
た
一
九
九
八
年
総
務
部
総
務
課
移
管
文
書
を
含
む
文
書
館
設
立
以
前
の
移

管
文
書
目
録
及
び
法
施
行
後
の
平
成
二
二
、
二
三
年
度
の
移
管
文
書
目
録
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
実
施
し
た
。
今
年
度
は
、
文
書
館
設
立
後
か
ら

公
文
書
館
理
法
施
行
以
前
に
か
け
て
の
作
成
目
録
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
学
内
教
職

員
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
を
実
施
し
た
。
今
後
、
公
開
区
分
に
つ
い
て
は
利

用
請
求
が
生
じ
た
時
点
で
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
、「
要
審
査
」
と
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
移
管
文
書
目
録
は
、
全
て
紙

媒
体
で
の
公
開
は
実
施
済
み
で
あ
り
、閲
覧
室
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

公
開
及
び
利
用
の
促
進
に
お
い
て
、
移
管
文
書
の
う
ち
著
作
権
処
理
の
必
要
が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、
公
開
に
あ
た
っ
て
の
条
件
設
定
等
の
対
策
も

実
施
し
て
い
る
。
主
と
し
て
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
本
学
が
制
作
し
た
広
報
用
の
映
像

等
が
対
象
と
な
る
。
利
用
に
際
し
て
は
、
法
令
遵
守
に
留
意
し
対
応
し
た
い
。

五
、
研
修
の
実
施
状
況

　

平
成
二
三
年
度
、
二
四
年
度
の
二
年
に
わ
た
り
開
催
し
た
中
国
・
四
国
地
区
国

立
大
学
法
人
等
公
文
書
管
理
研
修
は
、
国
立
大
学
協
会
の
予
算
措
置
を
得
て
実
施

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
年
度
の
実
施
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
後
、
隔
年
で
開

催
し
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
四
年
度
に
お

け
る
本
研
修
の
記
録
は
、『
平
成
二
四
年
度
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等

公
文
書
管
理
研
修
報
告
書
』
と
し
て
刊
行
の
予
定
で
あ
る
（
平
成
二
五
年
一
一
月

刊
行
予
定
）。

　

昨
年
度
末
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
、
本
研
修
が
機
縁
と
な
っ
て
依
頼
を
受
け
た

講
師
派
遣
を
含
む
八
件
の
研
修
を
実
施
し
た
（
表
２
）。
学
内
の
新
採
用
教
職
員

研
修
、
新
採
用
職
員
基
礎
研
修
、
中
堅
職
員
研
修
に
お
け
る
講
義
提
供
は
、
ほ
ぼ

定
着
し
つ
つ
あ
る
。
学
内
研
修
で
は
、
文
書
管
理
に
関
す
る
内
容
の
他
、
本
学
の

歴
史
に
関
す
る
講
義
に
つ
い
て
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
依
頼
を
受
け
た
。
中
堅
職
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員
研
修
に
お
け
る
小
池
聖
一
館
長
の
講
義
「
広
島
大
学
の
歴
史
」
は
、
本
学
と
地

域
社
会
と
の
約
束
と
い
う
観
点
か
ら
本
学
の
歴
史
を
紹
介
し
、
地
域
社
会
に
根
差

し
た
国
立
大
学
と
し
て
の
責
務
を
改
め
て
問
う
内
容
で
あ
っ
た
。受
講
者
か
ら
は
、

「
広
島
大
学
の
職
員
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
が
網
羅
的
に
分
か
り
勉
強
に

な
っ
た
」「
今
の
自
分
た
ち
の
「
責
任
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
な

ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

文
書
管
理
に
関
す
る
研
修
は
、
他
機
関
に
お
い
て
も
開
催
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

中
国
・
四
国
地
区
に
お
け
る
唯
一
の
国
立
公
文
書
館
等
機
関
と
し
て
、
こ
う
し
た

需
要
に
応
え
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
出
来
る
よ
う
、
安
定
的
に
財
政
的
裏
づ

け
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

六
、
広
島
大
学
文
書
館
創
設
一
〇
周
年
に
向
け
て

　

文
書
館
は
、平
成
二
六
年
四
月
に
創
設
一
〇
周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
を
記
念
し
、

七
月
に
一
〇
周
年
記
念
行
事
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
併
せ
て
、
平
成
二
四
年

度
に
続
く
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
公
文
書
管
理
研
修
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
、よ
り
充
実
し
た
研
修
の
実
施
に
向
け
て
、計
画
案
を
策
定
中
で
あ
る
。

　

一
〇
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
本
学
の
業
務
組
織
に
向
け
て
、
企
画
立
案
に
資

す
る
資
料
を
有
す
る
場
と
し
て
認
識
を
深
め
て
も
ら
い
、
業
務
の
効
率
化
に
貢
献

す
る
施
設
と
し
て
存
在
感
を
高
め
る
よ
う
努
め
た
い
。
一
〇
周
年
を
機
に
、
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
総
括
し
、
業
務
の
見
直
し
を
図
り
改
善
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
な
お
一
層
業
務
の
合
理
化
に
努
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。�

（
む
ら
か
み

　じ
ゅ
ん
こ
・
広
島
大
学
文
書
館
）

表２　平成24・25年度における研修の実施状況

� （平成25年２月１日～平成25年12月31日現在）

開催日 研修名 講義等タイトル 受講者数

２月27日 平成24年度鳥取大学
公文書管理研修

「国立大学法人にとっての公文書管理」
（小池聖一） 43名

４月２日 平成25年度広島大学
新採用教職員研修 「広島大学の歴史」（小宮山道夫） 94名

４月９日 平成25年度広島大学
新採用職員基礎研修

「広島大学の歴史－初代学長・森戸辰男を中
心に－」（小池聖一） 13名

４月25日 平成25年度広島大学
新採用職員基礎研修 「公文書管理」（小池聖一） 13名

10月１日 平成25年度広島大学
新採用教職員研修（10月） 「広島大学の歴史」（小池聖一）　 60名

10月28日 平成25年度鳥取大学
公文書管理研修

「国立大学法人にとっての公文書管理」
（小池聖一） 28名

11月６日 平成25年度広島大学
中堅職員研修 「広島大学の歴史」（小池聖一） 32名

12月２日 平成25年度香川大学
法人文書管理研修

「国立大学法人にとっての公文書管理－法人
文書の適切な管理と事務処理体制の整備につ
いて－」（小池聖一）

52名




